
≪2 左 再生 )

1.単 元ね   噺 しい計算を考えよう』

2.駒 目標

○乗法の意味について理解し、それを用いることができる。

G母い。着つ(・鯛

●乗法のよさについて気づき、ものの全体の個数をとらえるときに

進んで乗法を用いようとする。

蜘 溝 効

●乗法九九が用いられている場面について、 「1つ分の大きさ」
「いくつ分」をとらえて全体の個数の求め方について考える。

& 表 琵 見
・

曳 L ロ ヨ

●乗遂が用いられる場合を具体物や式で表すことができる。

●乗法九九 (5、 2、 3、 4の段)を 構成し、確実に唱えることが

できる。

U 旺 爵 義
・

鞠

●乗法が用いられる場合を理解する。

●乗法九九 (5、 2、 3、 4の段)の 構成のしかたを理解する。

3.単 元について

第 1学年でヤよ 「10が 6こで60」 などといった数の理解と関

連づけて、 10の まとまりをつくりその数を数えて総数を求めたり、

2とびや5とびでも総数を求めたりするなど、同じ数のまとまりの個

数を数えてものの総数を求めるといった乗法の素地を経験している。

本単元はこのような経験をもとに、 「1つ分の敷』× 「いくつ分」
=「 ぜんぶの数」として乗法を意味〕 ス 「 1つ分の数」と 「いくつ

分」力yメ ージしやすいように具体物を用意したり、おはじきで乗法

の場面を表現したり、身の回りで乗法が活用できる場面を探したりす

る活動などを取り入れ、乗法の意味を確実にしていく。

九九の構成については、5の段、2の段においては答えがいくつず

つ増えているのかに気づくようにし、 3の 段、4の 段ではそ

のことを活用して九九を構成していく。同数累加をはじめ、

乗数と積の関係にも着目させながら、児童が自ら九九をつく

りだしていくことを大切にする。そして、九九を覚えておけ

ば計算が速くでき、便利であることにも気づかせるようにし

たい。

4,児 童の実態

3人 とも算数が好きで、授業にも意欲的に取 り組む。問接指

導の時には、児童同士で答え合わせをしたり、問題を作ったり

して学習を進めることができる。

かけ算の学習は、楽しみにしており、九九を練習したり、九

九表を持ってきたりしている子もいる。

5.単 元指導計画 (22時 間扱い)

小単元 時 学習内容

1 .  か け 算

・ 「1つ分の大きさ」 「い

くつ分」をとらえること

・乗法の意味
・乗法の意味を確実にする

活動
・同数累加による九九の答

えの求め方
・身の回りから乗法を見つ
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第 2・ 3学 年 算 数科学習指導案
日 時  平 成 17年 11月 22日 (火)第 2校 時
児 童  第 2学 年 男 子 1名 、女子 3名

第 3学 年 男 子 1名
計4名

指導者 教 諭  織 田 美 香

≪ 3 つ

1.単 元名   防 けゝ算のしかたを考えよう』

2.駒 目標

○等算形式による2, 3位 数に1位数をかける乗法計算のしかたにつ

いて理解し、それを用いる能力を高める。。

働 卜・素諮欠・飽嘲

●筆算形式による2, 3位 数×1位数の計算のしかたを、既習の乗法

計算のしかたをもとに考えようとする。

徴郭晩拷 えガ

●筆算形式による2, 3位 数×1位数の計算のしかたを、数の構成や

十進位取り記数法をもとに考える。

& 湊 逆 見
・

卿

●2, 3位 数×1位数の計算を筆算で正確にできる。

●乗法の結合法則を計算に用いることができる。

隅
・

印

●2, 3位 数×1位数の筆算のしかたを理解する。

碑 の縄給鰐韻Uを唖 る。

3.単 元について

乗法の九九については、第2学年で学習している力ヽ 本学年のはじ

めに、乗法九九についての理解をまとめたり、乗法の交換法則や、乗

数が1ずつ増減するとき憾 と積の変化の関係を含め翻 醜蝦明こ

ついて学習した

この単元では被乗数が何十、何百の乗法すなわち、20× 3や 30

0× 5などの計算は10や 100を 単位として考えれば1位数どうし

の乗法に帰着できることを理解し、そのことを活用して計算できるよ

うにする。

また、何十、何百に1位数をかける計算をもとにして、2位数、3

位数に1位数をかける計算を導入し、乗法の筆算形式とともに、その

計算の原理や手順について理解を図る。

その際には、乗法の意味の理解を確実にすること、児童が分

配法則を活用して計算のしかたをつくりだすように、部分積を

省略しない形の筆算形式も取 り入れる。

4.児 童の実態

算数は好きで、得意な教科である。理解度や進度は気分によ

って左右されることがある。

かけ算の九九は、すぐに出てこないし、正確に覚えていない

ところもある。 1単 元で学習した分配法則は理解するのに苦労
した。

5.単 元指導計画 (13時 間扱い)

小単元 時 学習内容

1.何 十、

算

何百のかけ ・何十、何百に 1位数をかけ

る乗法計算

2. 2け たの数に 1け

たの数をかける計算

・2位 数×1位数 (部

分積がみな 1け た)の

筆算による計算 (本

時)
・2位 数× 1位数 (一の位の

数との部分積が 2け た)の 筆



け出す活動。

2. 5の だん、 2の だ

んの九九

6 5の 段の九九の構成
5の 段の九九の習熟
2の 段の九九の構成
2の 段の九九の習熟

3.3の だん、4の だ

んの九九

3の 段の九九の構成

(本時)
3の段の九九の習熟
4の 段の九九の構成
4の段の九九の習熟
乗法の問題づくり

ま と  め 「力をつけよう」
「たしかめよう」

6.本 時の指導

(1)本時の指導にあたって

本時では、 5の 段、 2の 段の九九を構成した学習を生かし

て、 3の 段の九九を工夫してつくっていく。既習を想起できる

ような発間をしたり、学習活動を取 り入れていく。
「乗数が 1増 えると、積は被乗数分だけ増える」ことの理解

させるが、既習の累加計算による方法でも求められることも実

証させながら、自分の考えで九九をつくっていけるようにして
いく。

(2)本時の目標

03の 段の九九を構成する

★評価規準

[関]ものの個数をとらえるときに乗法を用いようとしてい

る。

[考]乗法について成り立つ性質を用いて、九九の構成のしか

たについて考えている。

[表]3の 段の九九を構成することができる。

[知]3の 段の九九の構成のしかたを理解している。

(3)本 時の展開 (14/22時 間)

段 学習内容及び児童の活動 教師の支援 ・留意事項 形態 段 学習内容及び児童の活動 教師の支援 ・留意事項

つ

か

む

●だんごの数の求め方を考え

る。
・

か け 算

。たしていく

0だ んごが4本 の場合の式を

考える。
・3× 4
・4× 3

3の だんの九九を

○だんどの絵を掲示する。
・だんごの数はどうすれ

ばわかりますか。

○だんごが4本 だとどんな

式を書けばよいか考えさせ

る。

年りましょう。

■□

■□

E□

■□

■□

■□

■□

■□

■□

■□

■□

■□

深

め

る

●前時までの学習を振り

返る。

○プリントを配布する。
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算による計算
・2位 数×1位 数 (十の位の

数との部分積が 2け た、及び

部分積がみな 2け た)の 筆算
による計算
。2位 数× 1位数 (部分積を

加えたときに百の位に繰 り上

が りあり)の 筆算による計算

3.3け たの数に 1け

たの数をかける計算

4 。3位 数× 1位数 (部分積が

みな 1けた)の 筆算による計

算
・3位 数×1位数 (一、十の

位の数との部分積が 2け た)
の筆算による計算
・3位 数×1位数 (部分積が

みな 2け た、及び部分積を加
えたときに繰 り上がりあり)
の筆算による計算
・乗法の結合法則

まとめ ・力をつけよう
。たしかめよう

6。 本時の指導

(1)本時の指導にあたって

本時では、 2位 数Xl位 数の式の計算をしていく。立式は単
位量×いくつ分=全 体量という乗法の意味を確認しながら、数
直線やテープ図を組み合わせた図解や言葉の式を活用して立式
をていねいに扱っていく。自力解決の場面では、既習事項を活
用できるようにしていく。

(2)本時の目標

02位 数× 1位 数 (部分積がみな 1け た)の 筆算のしかたを
理解し、その計算をすることができる。

★評価規準

[関]2位 数×1位 数の筆算のしかたを既習の乗法九九など
をもとに考えようとしている。

[考]2位 数×1位 数の筆算のしかたを、既習の乗法九九に

帰着して考えてる。

[表]2位 数× 1位 数の筆算ができる。

[知]2位 数Xl位 数の筆算形式のかき方としくみを理解し
ている。

(3)本 時の展開 (3/13時 間)



見

通

す

● 3× 1、 3× 2を 解いてみ

る。

● 2、 5の 段を作ったときの

ことを思い出す。
・5+5+5と かやった
。前の答えにたした

03× 1、 3× 2を一緒に

やってみる。

①2、 5の 段はどのように

作ったか思い出させる。

■□

■□

□■

□■

□■

□■

□■

□■

□■

□■

□■

□■

□■

□■

■□

■□

■□

■□

■□

E□

■□

つ
か

む

●問題をかきながら題意

をつかむ。

●式を立ててみる。
・23X3

○問題を板書する。
1個 23円 のガムを3個買い

ました。代金はいくらですか?

○かけ算の意味を確認する。

23× 3の 計算のしかたを考えよう。

解

決

す

る

● 3の 段の九九を作る ○具体物を使っても良いこ

とを指示する。

見

通

す

●だいたいいくらぐらい

になるか予想する。
・20円 が3個で60

円ぐらい。

○だいたいいくらぐらいになる

か予想させる。

①前時までの学習を思い出させ

る。

ま

と

め

る

● 3の 段の作り方を発表す

る。

○自分の考えを発表させ
る。

解

決

す

る

● 23× 3の 計算をして

みる。

○具体物を用意しておく。

3の 段の九九を作ると違

答えを出せばよい。

も、たし算を使って

深

め

る

●プリントを解く。 ○プリントを配布する。 □■

□■

□■

□■

□■

□■

□■

□■

ま

と

め

る

●計算のしかたを発表す

る。

①自分の考えを発表させる。

①かけ算の解き方が出ない場合
は、教科書の考えを紹介する。

位ごとに分けて計算すると九九で答えが求められる

(4)本 時の評価

03の 段の九九を構成することができたか。

   1    麟 温 軽 螺 。

の筆算のしかたを
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